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   飛行計画書及び飛行気象予報紙の様式及び記入要領等について（通達） 

 

 

 標記について、航空機の運航に関する達（平成１９年航空自衛隊達第２９号）第 

６５条第２項及び第７２条第７項の規定に基づき、下記のとおり定めたので、２４．１

１．１５からこれによられたい。 

 なお、飛行計画書及び飛行気象予報紙の様式及び記入要領等について（通達）（空幕

運第３０８号６０．１１．１１）（航空自衛隊報第５７２号掲載）は、２４．１１．１

４限り廃止する。 

 

記 

 

１ 様式 

 (1) 飛行計画書 

   別紙様式第１のとおり。 

  (2) 局地飛行計画書 

   別紙様式第２のとおり。 

分類番号：Ｃ－２０－０９０                作成年度：２０１２年度 

保存期間：１０年                          枚  数：１９枚 

保存期間満了時期：２０２３．３．３１      開示判断：開示 



  (3) 飛行気象予報紙  

   別紙様式第３のとおり。 

２ 記入要領等 

  (1) 飛行計画書及び局地飛行計画書 

   別紙第１のとおり。 

  (2) 飛行気象予報紙 

   別紙第２のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付書類：１ 別紙第１「飛行計画書等の記入要領」 

     ２ 別紙第２「飛行気象予報紙の記入要領等」 

      ３ 別紙様式第１「飛行計画書」 

          ４ 別紙様式第２「局地飛行計画書」 

     ５ 別紙様式第３「飛行気象予報紙」 

配布区分：防衛政策局訓練課長、防衛大学校長、防衛研究所長、統合幕僚長、陸上幕僚

長、海上幕僚長 



別紙第１ 

 

                          飛行計画書等の記入要領 

 

１ 共通事項 

 (1) 文字等 

   飛行計画書及び局地飛行計画書に用いる文字等は、次のとおりとする。 

  ア 文字は、アルファベットの大文字とし、字体は活字体とする。 

  イ 数字は、アラビア数字とする。 

  ウ 原則として、英文で記入する。 

 (2) 時刻 

   飛行計画書及び局地飛行計画書に記入する時刻は、協定世界時（ＵＴＣ）とし、

分の単位までを４桁の数字で記入する。 

 

２ 飛行計画書の各項の記入要領 

 (1) 基地 

      飛行計画書を提出する飛行場名を記入する。 

 (2) 機番号 

      機番号又は登録番号を省略しないで記入する。編隊の場合は、編隊長機の番号を

記入する。 

 (3) 日付 

      日本標準時による年月日を記入する。 

 (4) 優先順位、送付先、受付時刻、発信機関及び記事 

   航空支援集団司令官の定めるところにより、飛行管理員が記入する。 

 (5) 第７項 航空機識別 

   ７文字以内の英数字（「－」、「／」等の記号は使用してはならない。）で記入する。

当該航空機の無線呼出符号が７文字以下の場合は、当該無線呼出符号を記入し、

当該航空機の無線呼出符号が７文字を超える場合は、７文字以内で当該航空機の

識別ができるように省略したものを記入し、第１８項の「その他の情報」に「Ｃ

ＡＬＬ＝」及びそれに続けて省略しない当該航空機の無線呼出符号を記入する。 

     例１：ＢＡＮＤＯ ＡＬＦＡ → ＢＡＮＤＡＬＦ 

   例２：ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＡＩＲ ＦＯＲＣＥ → ＪＦ 

 (6) 第８項 飛行方式及び飛行の種類 

    ア 飛行方式 

        該当する次に掲げる記号を記入する。 

        なお、「Ｙ」又は「Ｚ」を記入した場合は、第１５項の「経路等」に飛行方式

を変更する地点を記入する。 

    Ｉ ＩＦＲで飛行する場合 



    Ｖ ＶＦＲで飛行する場合 

    Ｙ ＩＦＲで出発し、飛行中に飛行方式を１回以上変更する場合 

    Ｚ ＶＦＲで出発し、飛行中に飛行方式を１回以上変更する場合 

  イ 飛行の種類 

        該当する次に掲げる記号を飛行方式記号の次に記入する。 

        なお、「Ｇ」又は「Ｘ」を記入した場合は、第１８項の「その他の情報」に

「ＭＳＮ＝」及びそれに続けて飛行目的を記入する。 

    Ｇ 航空機使用事業に係る飛行、訓練飛行、試験飛行、空輸及び自家用機の     

行う飛行 

    Ｍ 自衛隊機及び軍用機の行う飛行 

    Ｘ その他の飛行 

 (7) 第９項 航空機の数及び型式並びに後方乱気流区分 

  ア 航空機の数 

    編隊飛行を行う場合は、その機数を記入する。 

  イ 航空機の型式 

   (ｱ) 「ＩＣＡＯ ＡＩＲＣＲＡＦＴ ＴＹＰＥ ＤＥＳＩＧＮＡＴＯＲＳ（ＤＯ

Ｃ８６４３）」に指定する航空機の型式略号（以下「航空機型式略号」とい

う。）（同一型式による編隊飛行を行う場合は、航空機の数の次に当該航空機

に係る航空機型式略号）を記入する。 

   (ｲ) 当該航空機が航空機型式略号の指定を受けていない航空機である場合又は異

なる型式の航空機により編隊飛行を行う場合は、「ＺＺＺＺ」を記入し、第１

８項の「その他の情報」に「ＴＹＰ／」及びそれに続けてその型式を記入す

る。 

  ウ 後方乱気流区分 

        航空機の型式の次に「／」及びそれに続けて該当する次に掲げる記号を記入す

る。 

        なお、異機種による編隊飛行を行う場合は、最大離陸重量の重い航空機が該当

する記号を記入する。 

        Ｈ 最大離陸重量が１３６，０００㎏（３００，０００ポンド）以上の航空機 

        Ｍ  最大離陸重量が７，０００㎏（１５，５００ポンド）を超え、          

１３６，０００㎏（３００，０００ポンド）未満の航空機 

        Ｌ 最大離陸重量が７，０００㎏（１５，５００ポンド）以下の航空機 

 (8) 第１０項 無線設備等装備の種類及び当該機器の性能並びに当該航空機の能力 

    ア 無線通信、航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能並びに当該航空

機の能力 

   (ｱ) 該当する次に掲げる記号を記入する。 

     Ｎ 航空法（昭和２７年法律第２３１号）の規定により装備が義務付けられ

ている使用可能な無線設備の一部又は全部を装備していない場合 



          Ｓ 航空法の規定により装備が義務付けられている使用可能な無線設備を装

備している場合 

   (ｲ) (ｱ) により記入した「Ｎ」又は「Ｓ」に続けて、使用可能な搭載機器の種類

及び当該機器の性能並びに当該航空機の能力に該当する次に掲げる記号を記

入する。 

          Ａ  ＧＢＡＳ着陸システム 

          Ｂ  ＬＰＶ（ＡＰＶ ｗｉｔｈ ＳＢＡＳ） 

          Ｃ  ＬＯＲＡＮ Ｃ 

          Ｄ  ＤＭＥ 

          Ｅ１ ＦＭＣ ＷＰＲ ＡＣＡＲＳ 

          Ｅ２ Ｄ－ＦＩＳ ＡＣＡＲＳ 

          Ｅ３ ＰＤＣ ＡＣＡＲＳ 

          Ｆ  ＡＤＦ 

          Ｇ  ＧＮＳＳ 

          Ｈ  ＨＦ無線電話 

          Ｉ  慣性航法装置 

          Ｊ１ ＣＰＤＬＣ ＡＴＮ ＶＤＬ モード２ 

          Ｊ２ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＨＦＤＬ 

          Ｊ３ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＶＤＬ モードＡ 

          Ｊ４ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＶＤＬ モード２ 

          Ｊ５ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＳＡＴＣＯＭ（ＩＮＭＡＲＳＡＴ） 

          Ｊ６ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＳＡＴＣＯＭ（ＭＴＳＡＴ） 

          Ｊ７ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＳＡＴＣＯＭ（Ｉridium） 

          Ｋ  ＭＬＳ 

          Ｌ  ＩＬＳ 

          Ｍ１ ＡＴＣ ＳＡＴＶＯＩＣＥ（ＩＮＭＡＲＳＡＴ） 

          Ｍ２ ＡＴＣ ＳＡＴＶＯＩＣＥ（ＭＴＳＡＴ） 

          Ｍ３ ＡＴＣ ＳＡＴＶＯＩＣＥ（Ｉridium） 

          Ｏ  ＶＯＲ 

     Ｐ１ ＣＰＤＬＣ ＲＣＰ ４００ 

     Ｐ２ ＣＰＤＬＣ ＲＣＰ ２４０ 

     Ｐ３ ＳＡＴＶＯＩＣＥ ＲＣＰ ４００ 

          Ｒ  ＰＢＮ航行の許可 

          Ｔ  ＴＡＣＡＮ 

          Ｕ  ＵＨＦ無線電話 

          Ｖ  ＶＨＦ無線電話 

          Ｗ  ＲＶＳＭ航行の許可 

          Ｘ  ＭＮＰＳ航行の許可 



          Ｙ  ８．３３kＨｚチャンネル間隔能力を有するＶＨＦ 

          Ｚ  その他搭載機器又は能力 

          注：１ 外国ＦＩＲを航行する場合であって「Ｓ」を記入したときは、「Ｌ」、

「Ｏ」及び「Ｖ」の記号は省略することができる。 

       ２ 「Ｇ」を記入した場合は、第１８項の「その他の情報」に「ＮＡＶ

／」及びそれに続けてＧＮＳＳ補強の種類を記入する。 

       ３ 「Ｒ」を記入した場合は、第１８項の「その他の情報」に「ＰＢＮ

／」及びそれに続けて適用可能なＰＢＮの種別を記入する。 

       ４ 「Ｚ」を記入した場合は、第１８項の「その他の情報」に「ＣＯＭ

／」、「ＮＡＶ／」又は「ＤＡＴ／」及びそれに続けて当該機器の名称

又は能力を記入する。 

  イ 監視機器の種類及び当該機器の性能並びに当該航空機の能力 

        使用可能な搭載監視機器の種類及び当該機器の性能並びに当該航空機の能力に

該当する次に掲げる記号を２０文字以内で記入する。 

        Ｎ 監視機器を搭載していない場合又は使用不能の場合 

    Ａ トランスポンダーモードＡ／３（４０９６コードのもの）を搭載している

場合 

    Ｃ トランスポンダーモードＡ／３（４０９６コードのもの）及びモードＣを

搭載している場合 

    Ｅ トランスポンダーモードＳ（航空機識別、気圧高度及び拡張スキッタ（Ａ

ＤＳ－Ｂ）の性能を有するもの）を搭載している場合 

    Ｈ トランスポンダーモードＳ（航空機識別、気圧高度及び発展型監視の性能

を有するもの）を搭載している場合 

    Ｉ トランスポンダーモードＳ（航空機識別の性能を有し、気圧高度の性能を

有しないもの）を搭載している場合 

    Ｌ トランスポンダーモードＳ（航空機識別、気圧高度、拡張スキッタ（ＡＤ

Ｓ－Ｂ）及び発展型監視の性能を有するもの）を搭載している場合 

    Ｐ トランスポンダーモードＳ（気圧高度の性能を有し、航空機識別の性能を

有しないもの）を搭載している場合 

    Ｓ トランスポンダーモードＳ（航空機識別及び気圧高度の性能を有するもの）

を搭載している場合 

    Ｘ トランスポンダーモードＳ（航空機識別及び気圧高度の性能を有しないも

の）を搭載している場合 

    Ｂ１ ＡＤＳ－Ｂ（専用周波数１０９０ＭＨｚのＡＤＳ－Ｂ「ＯＵＴ」の性能

を有するもの）を搭載している場合 

    Ｂ２ ＡＤＳ－Ｂ（専用周波数１０９０ＭＨｚのＡＤＳ－Ｂ「ＯＵＴ」及び

「ＩＮ」の性能を有するもの）を搭載している場合 

    Ｕ１ ＡＤＳ－Ｂ（ＵＡＴ（ユニバーサル・アクセス・トランシーバー）を使



用した「ＯＵＴ」の性能を有するもの）を搭載している場合 

    Ｕ２ ＡＤＳ－Ｂ（ＵＡＴを使用した「ＯＵＴ」及び「ＩＮ」の性能を有する

もの）を搭載している場合 

    Ｖ１ ＡＤＳ－Ｂ（ＶＤＬモード４を使用した「ＯＵＴ」の性能を有するもの）

を搭載している場合 

    Ｖ２ ＡＤＳ－Ｂ（ＶＤＬモード４を使用した「ＯＵＴ」及び「ＩＮ」の性能

を有するもの）を搭載している場合 

    Ｄ１ ＡＤＳ－Ｃ（ＦＡＮＳ１／Ａの性能を有するもの）を搭載している場合 

    Ｇ１ ＡＤＳ－Ｃ（ＡＴＮの性能を有するもの）を搭載している場合 

    注：１ 上記以外の監視機器を搭載している場合は、第１８項の「その他の情

報」に「ＳＵＲ／」及びそれに続けて監視機器の名称を記入する。 

      ２ ＲＳＰが適用可能な場合は、第１８項の「その他の情報」に「ＳＵＲ

／」及びそれに続けてＲＳＰの種別を記入する。 

 (9) 第１３項 出発飛行場及び移動開始時刻 

    ア 出発飛行場 

    その所在地を示すＩＣＡＯ４文字地点略号（以下「地点略号」という。）を記

入する。ただし、地点略号の指定がない場合は、「ＺＺＺＺ」を記入し、第１８

項の「その他の情報」に「ＤＥＰ／」及びそれに続けて飛行場名等を記入する。 

    イ 移動開始時刻 

        出発飛行場の次に記入する。 

(10) 第１５項 経路等 

  ア 巡航速度 

    次に定めるところにより、最初の巡航速度を真対気速度（ＴＡＳ）により記入

する。 

   (ｱ) ノットにより表示する場合は、「Ｎ」及びそれに続けて当該ノット数を４桁

の数字で１の位まで記入する。 

   (ｲ) マック数により表示する場合は、「Ｍ」及びそれに続けて当該マック数を３

桁の数字で小数点第２位まで記入する。ただし、小数点の記入は省略する。 

   (ｳ) キロメートル毎時により表示する場合は、「Ｋ」に続けて当該キロメートル

毎時数を４桁の数字で１の位まで記入する。 

注：(ｳ)は、福岡ＦＩＲにおいて適用されない。 

  イ 巡航高度 

   (ｱ) 巡航高度を定めて飛行する場合、次に定めるところにより、巡航速度に続け

て最初の巡航高度を記入する。 

    ａ フィートにより表示しなければならない場合は、次のいずれかによる。 

     (a) フライトレベルで表示する場合は、「Ｆ」に続けて当該フィート数を３

桁の数字で記入する。 

     (b) アルティチュードで表示する場合は、「Ａ」に続けて当該フィート数を



３桁の数字で１００フィートの単位まで記入する。 

        ｂ メートルにより表示しなければならない場合は、次のいずれかによる。 

         (a) スタンダードメトリックで表示する場合は、「Ｓ」に続けて当該メートル

数を４桁の数字で１０メートルの単位まで記入する。 

         (b) アルティチュードで表示する場合は、「Ｍ」に続けて当該メートル数を４

桁の数字で１０メートルの単位まで記入する。 

         注：ｂは、福岡ＦＩＲにおいて適用されない 

   (ｲ) 特定の高度を定めずＶＦＲで飛行する場合は、「ＶＦＲ」と記入する。 

  ウ 経路 

   (ｱ) 地点等の表示をしなければならない地点 

     経路を表示する場合において、地点等の表示をしなければならない当該経路

上における地点（以下「表示地点」という。）は、次のとおりとする。 

    ａ 航空路、洋上転移経路その他の経路（ＡＩＰ等で公示されたものに限る。

以下「ＡＴＳ経路」という。）への進入点（出発飛行場を除く。） 

    ｂ ＡＴＳ経路から他のＡＴＳ経路へ飛行する場合は、それらの交差点 

    ｃ ＡＴＳ経路からの離脱点 

    ｄ 巡航速度（ＴＡＳを５パーセント以上又はマック数を０．０１以上変更す

る場合に限る。）、巡航高度又は飛行方式の変更点 

    ｅ 経路変更点及び原則として飛行時間が３０分又は距離が２００海里を超え

ない地点（ＡＴＳ経路外を飛行する場合に限る。） 

    ｆ 民間訓練試験空域（民間訓練試験空域で訓練試験飛行等を行う場合に限る。

ただし、この場合にあっては、空域名を記入することで足りる。） 

    g ＡＴＳ経路外を飛行する場合であって、ＡＴＳ当局から要求された場合は、

北緯７０度以南及び南緯７０度以北の空域を飛行するときは、経路を経度

は１０度間隔、緯度は赤道から南北に３０分ごとに区切った地点、北緯７

０度以北及び南緯７０度以南の空域を飛行するときは、経路を経度は２０

度間隔、緯度は赤道から南北に３０分ごとに区切った地点 

      なお、これらの場合、各地点間の距離はできる限り、１時間の飛行時間を

超えないものとする。また、必要と認められる場合は地点を追加することが

できる。 

     注：ｇは、福岡ＦＩＲにおいて適用されない。 

   (ｲ) 表示地点の表示方法 

    ａ ＡＩＰ等において位置通報点、航空保安無線施設等（以下「特定地点」と

いう。）の記号が公示されている場合は、当該記号を記入する。 

    ｂ ＡＩＰ等において、特定地点の記号が公示されていない場合は、次のいず

れかによる。 

     (a) 緯度及び経度で表示する場合は、緯度を表す数字（原則として４桁の数

字で分の単位まで表示する。）及び北緯を示す記号「Ｎ」又は南緯を示す



記号「Ｓ」並びに経度を表す数字（原則として５桁の数字で分の単位ま

で表示する。）及び東経を示す記号「Ｅ」又は西経を示す記号「Ｗ」をこ

の順に続けて記入する。ただし、緯度及び経度の分の単位がともに０で

ある場合は、分を表す数字「００」の表示を省略する。 

     (b) 特定地点からの方位及び距離で表示する場合は、当該地点のＡＩＰ等で

公示する記号、当該地点からの磁方位（３桁の数字で度により１の位ま

で表示する。）及び距離（３桁の数字で海里により１の位まで表示する。）

をこの順に続けて記入する。 

     (c) ＶＦＲによる飛行を行う場合であって、著名な都市、湖沼、山岳等又は

それらの地点からの方位及び距離で表示する場合は、当該地点の名称を

記入するか又は当該地点の名称並びに当該地点からの真方位（３桁の数

字で度により１の位まで表示する。）及び距離（３桁の数字で海里により

１の位まで表示する。）をこの順に続けて記入する。 

     (d) 民間訓練試験空域において訓練試験飛行等を行う場合は、当該空域名を

記入する。 

   (ｳ) 巡航速度等の変更の表示方法 

        ａ 巡航速度又は巡航高度を変更する場合は、当該地点の表示に続けて斜線

「／」並びに変更しようとする巡航速度及び巡航高度を記入する。 

            なお、巡航速度又は巡航高度のいずれか一方を変更する場合であっても両

方を記入する。 

    ｂ 飛行方式を変更する場合は、当該変更点（巡航速度又は巡航高度の変更を

伴うときは、ａの規定に従って当該地点に続けて記入した巡航速度及び巡航

高度）の次に１字空けて変更しようとする飛行方式を表示する記号「ＩＦＲ」

又は「ＶＦＲ」を記入する。 

   (ｴ) 経路の表示方法 

     矢印（「→」）の次に、次に定めるところにより必要事項を記入する。 

    ａ 当該経路上に表示地点がない場合 

      ＡＴＳ経路を飛行するものについては、ＡＩＰ等において公示されている

当該ＡＴＳ経路の記号（以下「ＡＴＳ経路記号」という。）を、ＡＴＳ経路

以外を飛行するものについては、「ＤＣＴ」の記号を記入する。 

        ｂ 当該経路上に表示地点がある場合 

     (a) 出発飛行場から最初の表示地点まで及び最後の表示地点から目的飛行場

までＡＴＳ経路を飛行する場合にあっては当該ＡＴＳ経路を示すＡＴＳ

経路記号を、ＡＴＳ経路以外を飛行する場合にあっては「ＤＣＴ」を記

入する。 

     (b) 表示地点間 

       各表示地点については、飛行する順に地点等の表示を行い、各表示地点

間については、当該区間がＡＴＳ経路である場合にあっては当該ＡＴＳ



経路記号で、ＡＴＳ経路以外である場合にあっては「ＤＣＴ」で結ぶも

のとする。 

     (c) ＡＴＳ経路記号及び表示地点等の表示は、それぞれの記号等の間を１字

空けて記入する。 

     (d) (a)及び(b)にかかわらずＡＴＳ経路以外を飛行する場合にあっては、Ａ

ＴＳ経路記号に代えて「ＤＣＴ」の記号を記入する。ただし、国内フラ

イトの場合又は「ＤＣＴ」の記号によって結ばれる２地点の表示がとも

に緯度及び経度で表示される場合若しくはともに航空保安無線施設から

の方位及び距離で表示される場合には、「ＤＣＴ」の記号の表示を省略す

ることができる。 

   (ｵ) 巡航上昇により飛行する場合 

     「Ｃ／」及びそれに続けて巡航上昇開始点を記入し、その後に「／」を前置

して巡航上昇の速度を、その後に巡航上昇開始高度及び巡航上昇終了高度を

順に記入する。ただし、巡航上昇終了高度を定めない場合は、巡航上昇終了

高度に代えて「ＰＬＵＳ」を記入する。 

(11) 第１６項 目的飛行場及び所要時間並びに代替目的飛行場 

  ア 目的飛行場及び所要時間 

   (ｱ) 目的飛行場は、その所在地を示す地点略号を記入する。ただし、地点略号の

指定がない場合は「ＺＺＺＺ」を記入し、第１８項の「その他の情報」に

「ＤＥＳＴ／」及びそれに続けて飛行場名等を記入する。 

   (ｲ) 所要時間は、目的飛行場の次に記入する。 

    イ 代替目的飛行場 

        矢印（「→」）の次に、当該代替目的飛行場の所在地を示す地点略号を記入する。

ただし、地点略号の指定がない場合は、「ＺＺＺＺ」を記入し、第１８項の「そ

の他の情報」に「ＡＬＴＮ／」及びそれに続けて飛行場名等を記入する。 

(12) 第１８項 その他の情報 

     次により記入する。 

    ア  記入する情報がない場合は、「０」を記入する。 

    イ 情報を記入する場合は、次に掲げる事項のうち該当するものを次表の順序及び

記号で記入する。この場合、事項ごとに１文字空けるものとし、「／」及び「－」

は、次表の記号以外には使用しない。 

順序 記 号 順序 記 号 順序 記 号 

１ ＳＴＳ／ ９ ＤＯＦ／ １７ ＲＡＬＴ／ 

２ ＰＢＮ／ １０ ＲＥＧ／ １８ ＴＡＬＴ／ 

３ ＮＡＶ／ １１ ＥＥＴ／ １９ ＲＭＫ／ 

４ ＣＯＭ／ １２ ＳＥＬ／ ２０ ＣＯＤＥ／ 

５ ＤＡＴ／ １３ ＴＹＰ／ ２１ ＤＥＬ／ 



６ ＳＵＲ／ １４ ＯＰＲ／ ２２ ＰＥＲ／ 

７ ＤＥＰ／ １５ ＯＲＧＮ／ ２３ ＲＩＦ／ 

８ ＤＥＳＴ／ １６ ＡＬＴＮ／   

   (ｱ) 航空交通業務上特別の処理を必要とする事由 

          航空交通業務上特別の処理を必要とする場合は、「ＳＴＳ／」及びそれに続

けて次に掲げる記号のうち該当する記号を記入する。 

          なお、２つ以上の理由がある場合は、１字空けて記入する。 

          ＡＬＴＲＶ   空域留保に従って運航する飛行 

          ＡＴＦＭＸ   航空交通流管理方式の適用除外承認を受けた飛行 

          ＦＦＲ     消火活動のための飛行 

          ＦＬＴＣＫ   飛行点検のための飛行 

          ＨＡＺＭＡＴ  危険物を輸送する飛行 

          ＨＥＡＤ    国家元首が搭乗する飛行 

          ＨＯＳＰ    医療機関からの要請に基づく飛行 

          ＨＵＭ     人道支援のための飛行 

          ＭＡＲＳＡ    軍機関が軍用機の間隔設定の責任を有する飛行 

          ＭＥＤＥＶＡＣ 重篤な救急救命による移動のための飛行 

          ＮＯＮＲＶＳＭ ＲＶＳＭ適用空域内におけるＲＶＳＭ非適合機による飛行 

          ＳＡＲ     捜索救難業務に従事するための飛行 

          ＳＴＡＴＥ   自衛隊、軍、税関及び警察の業務に従事するための飛行 

          注：１ 上記以外の理由で、航空交通業務上特別の処理を必要とする場合は、

「ＲＭＫ／」及びそれに続けて(ﾉ)ｎに規定する機長が航空交通業務

に関し必要と認める事項としてその理由を記入する。 

       ２ ＳＴＳ／ＮＯＮＲＶＳＭを記入する場合は、第１０項の「無線通信、

航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能並びに当該航空

機の能力」に「Ｗ」を記入してはならない。また、当該飛行につい

て、航空交通管制センターと調整が完了している場合は、「ＲＭＫ／」

及びそれに続けて「ＡＰＶＤ ＮＯＮ ＲＶＳＭ」を記入する。 

   (ｲ) ＲＮＡＶ又はＲＮＰの種別 

     第１０項の「無線通信、航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能

並びに当該航空機の能力」に「Ｒ」を記入した場合は、「ＰＢＮ／」及びそれ

に続けて次に掲げるＲＮＡＶ又はＲＮＰの記号のうち該当する記号を最大１６

文字（８項目）以内で記入する。 

          ＲＮＡＶの種別 

          Ａ１ ＲＮＡＶ１０（ＲＮＰ１０） 

          Ｂ１ ＲＮＡＶ５ 許可されたセンサー全て 

          Ｂ２ ＲＮＡＶ５ ＧＮＳＳ 

          Ｂ３ ＲＮＡＶ５ ＤＭＥ／ＤＭＥ 



          Ｂ４ ＲＮＡＶ５ ＶＯＲ／ＤＭＥ 

          Ｂ５ ＲＮＡＶ５ ＩＮＳ又はＩＲＳ 

          Ｂ６ ＲＮＡＶ５ ＬＯＲＡＮ Ｃ 

          Ｃ１ ＲＮＡＶ２ 許可されたセンサー全て 

          Ｃ２ ＲＮＡＶ２ ＧＮＳＳ 

          Ｃ３ ＲＮＡＶ２ ＤＭＥ／ＤＭＥ 

          Ｃ４ ＲＮＡＶ２ ＤＭＥ／ＤＭＥ／ＩＲＵ 

          Ｄ１ ＲＮＡＶ１ 許可されたセンサー全て 

          Ｄ２ ＲＮＡＶ１ ＧＮＳＳ 

          Ｄ３ ＲＮＡＶ１ ＤＭＥ／ＤＭＥ 

          Ｄ４ ＲＮＡＶ１ ＤＭＥ／ＤＭＥ／ＩＲＵ 

            ＲＮＰの種別 

          Ｌ１ ＲＮＰ４ 

          Ｏ１ Ｂａｓｉｃ ＲＮＰ１ 許可されたセンサー全て 

          Ｏ２ Ｂａｓｉｃ ＲＮＰ１ ＧＮＳＳ 

          Ｏ３ Ｂａｓｉｃ ＲＮＰ１ ＤＭＥ／ＤＭＥ 

          Ｏ４ Ｂａｓｉｃ ＲＮＰ１ ＤＭＥ／ＤＭＥ／ＩＲＵ 

          Ｓ１ ＲＮＰ ＡＰＣＨ 

          Ｓ２ ＢＡＲＯ－ＶＮＡＶ有りのＲＮＰ ＡＰＣＨ 

          Ｔ１ ＲＦ有りのＲＮＰ ＡＲ ＡＰＣＨ(特別承認が必要) 

          Ｔ２ ＲＦ無しのＲＮＰ ＡＲ ＡＰＣＨ(特別承認が必要) 

          注：１  該当する記号が次表の左欄に掲げる記号の場合は、同表の右欄に掲

げる記号のみを記入すれば足りる。 

該当する記号 記入する記号 

Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４及びＢ５ Ｂ１ 

Ｃ３及びＣ４ Ｃ４ 

Ｃ２及びＣ４ Ｃ１ 

Ｄ３及びＤ４ Ｄ４ 

Ｄ２及びＤ４ Ｄ１ 

Ｏ３及びＯ４ Ｏ４ 

Ｏ２及びＯ４ Ｏ１ 

       ２ 「ＲＮＰ ＡＰＣＨ」に係る記号（Ｓ１、Ｓ２）及び「ＲＮＰ ＡＲ 

ＡＰＣＨ」に係る記号（Ｔ１、Ｔ２）については、それぞれの種別ご

とに該当するいずれかの記号を記入すれば足りる。 

              ３  注１及び注２にかかわらず、記入する記号が１６文字（８項目）を

超える場合は、第１０項の「無線通信、航行及び進入援助機器の種類

並びに当該機器の性能並びに当該航空機の能力」に「Ｚ」を記入する



とともに、記入する記号の中から１６文字（８項目）を超える分の記

号を当該飛行に関係が少ない順に選択し、「ＮＡＶ／」及びそれに続

けて当該選択した記号を記入する。 

     (ｳ) ＧＮＳＳ補強の種類 

          第１０項の「無線通信、航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能

並びに当該航空機の能力」に「Ｇ」を記入した場合は、「ＮＡＶ／」及びそれ

に続けてＧＮＳＳ補強の種類を記入する（２種類以上のＧＮＳＳ補強を有する

場合は、１字空ける。）。ただし、(ｲ)注３の記入を行った場合は、「ＮＡＶ／」

を省略し、記入されている項目から１字空け、当該事項を記入する。 

     (ｴ) 航行機器 

          第１０項の「無線通信、航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能

並びに当該航空機の能力」に「Ｚ」を記入した場合は、「ＮＡＶ／」及びそれ

に続けて当該航行機器の名称を記入する。ただし、(ｲ)注３又は(ｳ)の記入を行

った場合は、「ＮＡＶ／」を省略し、記入されている項目から１字空け、当該

名称を記入する。 

   (ｵ) 無線通信機器 

     第１０項の「無線通信、航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能

並びに当該航空機の能力」に「Ｚ」を記入した場合は、「ＣＯＭ／」及びそれ

に続けて当該無線通信機器の名称を記入する。 

   (ｶ) データリンク機器 

     第１０項の「無線通信、航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能

並びに当該航空機の能力」に「Ｚ」を記入した場合は、「ＤＡＴ／」及びそれ

に続けて当該データリンク機器の名称を記入する。 

   (ｷ) 監視機器 

     第１０項の「無線通信、航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能

並びに当該航空機の能力」に掲げられていない監視機器を搭載している場合は、

「ＳＵＲ／」及びそれに続けて当該監視機器の名称を記入する。 

   (ｸ) ＲＳＰの種別 

     ＲＳＰが適用可能な場合、「ＳＵＲ／」及びそれに続けてＲＳＰの種別（２

種類以上のＲＳＰの種別を有する場合は１字空ける。）を記入する。ただし、

(ｷ)の記入を行った場合は、「ＳＵＲ／」を省略し、記入されている項目から１

文字空けて記入する。 

   (ｹ) 出発飛行場名 

     第１３項の「出発飛行場」に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、「ＤＥＰ／」

及びそれに続けて次に定めるいずれかの要領により記入する。 

        ａ  場外離着陸場の名称、地名等を記入する。 

    ｂ 船舶については、国際呼出符号又は名称等を記入する。 

      例１：SHIP AKITSUSHIMA 



      例２：US SHIP 

        ｃ  出発地を緯度及び経度で表示する場合は、緯度を表す数字（４桁の数字で

分の単位まで表示する。）及び北緯を示す記号「Ｎ」又は南緯を示す記号

「Ｓ」並びに経度を表す数字（５桁の数字で分の単位まで表示する。）及び

東経を示す記号「Ｅ」又は西経を示す記号「Ｗ」を順に記入する。 

        ｄ  出発地を方位及び距離で表示する場合は、特定地点からの磁方位（３桁の

数字で度により１の位まで表示する。）及び距離（３桁の数字で海里により

１の位まで表示する。）を順に記入する。 

        ｅ  国土交通省の空港事務所へ飛行計画を通報する場合は、出発地を管轄する

空港事務所の地点略号の下３桁、ピリオド及びそれらに続けて場外離着陸

場名等を記入する。この場合において、場外離着陸場名等に代えて当該出

発地の位置を記入するときはｃ又はｄの規定による（方位及び距離で表示

するときは、磁方位の前に当該地点のＡＩＰ等で公示する記号を加える。）。 

   (ｺ) 目的飛行場名 

     第１６項の「目的飛行場」に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、「ＤＥＳＴ／」

及びそれに続けて(ｹ)の規定を準用して必要事項を記入する。この場合におい

て、(ｹ)中「出発地」とあるのは「目的地」と読み替えるものとする。 

   (ｻ) 出発日 

     移動開始時刻が２４時間以降１２０時間までの間の飛行計画書を提出する場

合は、「ＤＯＦ／」及びそれに続けて出発年月日（年については西暦の下２桁、

月及び日についてはそれぞれ２桁で表すこととする。）を記入する。 

   (ｼ) 航空機の国籍記号及び登録記号 

     「ＲＥＧ／」及びそれに続けて登録記号を記入する。 

   (ｽ) 特定地点までの時間 

     「ＥＥＴ／」及びそれに続けて要求された地点又はＦＩＲの境界を示す地点

略号及び離陸してからの当該地点に至るまでの時間を記入する。 

   (ｾ) セルコールコード 

     国際フライトを行う航空機又は航空路Ｖ７１を飛行する航空機は、「ＳＥＬ

／」及びそれに続けて当該航空機のセルコールコードを記入する。 

   (ｿ) 航空機の数及び型式 

     第９項の「航空機の型式」に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、次に定めると

ころにより航空機の数又は型式を記入する。ただし、１機の場合は航空機の数

を省略する。 

    ａ  航空機型式略号の指定を受けていない航空機は、「ＴＹＰ／」及びそれに

続けて当該航空機の型式を記入する。 

    ｂ  異なる型式の航空機により編隊飛行を行う場合は、「ＴＹＰ／」及びそれ

に続けて航空機の型式ごとに１字空けてその数及び型式を記入する。 

   (ﾀ) 航空機宛名 



      国土交通省航空局から要求される場合については、「ＣＯＤＥ／」及びそれ

に続けて１６進数の６桁のアルファニューメリック・コードによる航空機宛

名を記入する。 

   (ﾁ) 経路上における遅延又は待機 

      経路上において遅延又は待機が予想されている場合については、「ＤＬＥ／」

及びそれに続けて遅延又は待機が予想される経路上の特定地点及び遅延時間

を記入する。 

   (ﾂ) 運航者略号又は運航者名 

    ａ  福岡ＦＩＲのみを運航する場合は、「ＯＰＲ／」及びそれに続けて運航者

略号「ＪＦ」を記入する。 

    ｂ  外国ＦＩＲを運航する場合は、次の例により記入する。 

      例：ＯＰＲ／ＪＦ ＪＡＰＡＮＥＳＥ ＡＩＲ ＦＯＲＣＥ 

    注：１ 運航者略号は、陸上自衛隊は「ＪＧ」、海上自衛隊は「ＪＮ」である。 

      ２ 民間航空機等については、ＩＣＡＯ３文字略号が登録されている場合

は、「ＯＰＲ／」及びそれに続けて当該略号が記入され、当該略号が登

録されていない場合は、「ＯＰＲ／」及びそれに続けて運航者略号（福

岡ＦＩＲのみを運航するとき）又は運航者名（外国ＦＩＲを運航する

とき）が記入される。 

   (ﾃ) 飛行計画に関する問い合わせ先のＡＦＴＮアドレス又は連絡先 

          専用通信回線により通報した飛行計画であって、その通報の発信者のＡＦＴ

Ｎアドレスが飛行計画に関する問い合わせ先と異なる場合は、「ＯＲＧＮ／」

及びそれに続けて飛行計画に関する問い合わせ先のＡＦＴＮアドレス又は連絡

先を記入する。 

   (ﾄ) 航空機区分 

     国土交通省から指示されている場合に限り、「ＰＥＲ／」及びそれに続けて

航空機区分に該当する記号を記入する。 

     Ａ 指示対気速度（ＩＡＳ）が９１ｋｔ（１６９ｋｍ／ｈ）未満の航空機 

     Ｂ ＩＡＳが９１ｋｔ（１６９ｋｍ／ｈ）以上１２１ｋｔ（２２４ｋｍ／ｈ）

未満の航空機 

     Ｃ ＩＡＳが１２１ｋｔ（２２４ｋｍ／ｈ）以上１４１ｋｔ（２６１ｋｍ／

ｈ）未満の航空機 

     Ｄ ＩＡＳが１４１ｋｔ（２６１ｋｍ／ｈ）以上１６６ｋｔ（３０７ｋｍ／

ｈ）未満の航空機 

     Ｅ ＩＡＳが１６６ｋｔ（３０７ｋｍ／ｈ）以上２１１ｋｔ（３９１ｋｍ／

ｈ）未満の航空機 

     Ｈ 回転翼航空機 

    注：航空機区分への飛行機の分類は、滑走路末端通過時の指示対気速度（Vat）

により行う。当該指示対気速度は、最大着陸重量での着陸形態における失



速速度Vsoの1.3倍又は失速速度Vs1gの1.23倍である。Vso及びVs1gがとも

に入手可能な場合にあっては、双方により計算したVatのうち大きい方を

使用するものとする。 

   (ﾅ) 代替目的飛行場名 

          第１６項の「代替目的飛行場」に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、「ＡＬＴ

Ｎ／」及びそれに続けて(ｹ)の規定を準用して必要事項を記入する。この場合

において、(ｹ)中「出発地」とあるのは「代替目的地」と読み替えるものとす

る。 

   (ﾆ) 途中経路における代替飛行場名 

     必要に応じ、「ＲＡＬＴ／」及びそれに続けて(ｹ)の規定を準用して必要事項

を記入する。この場合において、(ｹ)中「出発地」とあるのは「途中経路にお

ける代替地」と読み替えるものとする。 

   (ﾇ) 離陸代替飛行場名 

          必要に応じ、「ＴＡＬＴ／」及びそれに続けて(ｹ)の規定を準用して必要事項

を記入する。この場合において、(ｹ)中「出発地」とあるのは「離陸代替地」

と読み替えるものとする。 

   (ﾈ) 再承認 

          飛行中に再承認の要求を予定している場合については、「ＲＩＦ／」及びそ

れに続けて変更後の目的飛行場までの要求しようとしている再承認に係る経

路及び当該飛行場を表す地点略号を記入する。ただし、当該経路が未定の場

合は、当該経路は省略することができる。 

   (ﾉ) その他 

     「ＲＭＫ／」及びそれに続けて、飛行目的若しくは国土交通省又は機長が航

空交通業務に関し必要と認める次に掲げる事項のうち該当するものを記入す

る。この場合、各事項ごとに１字空けるとともに区切りが明確になるように

記入する。また、記入の順序は問わない。 

        ａ  第７項の「航空機識別」で無線呼出符号を７文字以内に省略した場合 

            「ＣＡＬＬ＝」及びそれに続けて当該無線呼出符号を省略しないで記入す

る。 

        ｂ 第８項の「飛行の種類」に「Ｇ」又は「Ｘ」を記入した場合 

            「ＭＳＮ＝」及びそれに続けて次に掲げる略号のうち該当する略号を記入

する。 

            なお、当該略号が「ＰＧ」又は「ＰＯ」の場合は、当該略号の次に１字空

けて飛行目的をより詳細に記入する。 

            ＰＴ 試験飛行 

            ＰＦ 空輸 

            ＰＧ 公用 

            ＰＯ その他 



    ｃ 民間訓練試験空域において訓練試験飛行等を行う場合にあっては、「ＮＯ

ＴＥ＝ＣＴＣ＝」及びそれに続けて当該民間試験空域のＣｏｎｔｒｏｌｌ

ｉｎｇ Ｆａｃｉｌｉｔｙ又はＣｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｆａｃｉｌ

ｉｔｙの呼出名称、周波数及び「ＡＳＭ＝」に続けて航空交通管理センタ

ーと調整した調整番号を項目ごとに区切って記入する。 

      例：ＮＯＴＥ＝ＣＴＣ＝ＴＯＫＹＯ ＩＮＦＯ １３５．７５ ＡＳＭ        

＝１２３４５ 

    ｄ フルストップ（１通の飛行計画により、出発地又は目的地（空港事務所     

等が所在する空港に限る。）において、航空機が着陸後に滑走路上又は滑走

路を離脱して停止し、再び離陸するという飛行を同一の空港にて行う飛行

形態をいう。）を行う場合は、「ＦＳ」及びそれに続けてフルストップ回数

（２桁）及び実施する飛行場の地点略号を記入する。 

            例：ＦＳ０３ＲＪＯＡ 

        ｅ ＶＦＲで飛行する場合でＴＣＡアドバイザリーを要求するとき 

            「ＴＣＡ＝」及びそれに続けて次に定めるところにより記入する。 

     (a) 出発飛行場に係るターミナルコントロールエリアにおいてＴＣＡアドバ

イザリーを要求する場合は、当該エリアにおいてＴＣＡアドバイザリー業

務を行う飛行場の地点略号を記入する。 

              例：ＴＣＡ＝ＲＪＮＨ 

     (b) 通過するターミナルコントロールエリア又は目的飛行場に係るターミナ

ルコントロールエリアにおいてＴＣＡアドバイザリーを要求する場合は、

当該エリアにおいてＴＣＡアドバイザリー業務を行う飛行場の地点略号及

びＴＣＡ進入予定時刻を記入する。 

              例：ＴＣＡ＝ＲＪＮＨ０１００ 

     (c) 複数の異なるターミナルコントロールエリアにおいてＴＣＡアドバイザ

リーを要求する場合は、当該エリアにおいてＴＣＡアドバイザリー業務を

行う飛行場の地点略号及びＴＣＡ進入予定時刻を「＝」で区切って記入す

る。 

              例：ＴＣＡ＝ＲＪＮＨ０１００＝ＲＪＮＫ０２００ 

        ｆ 管制区管制所の空域において行うＶＦＲによる特殊飛行（測量、調査、フ

ライトチェック等） 

          当該管制区管制所と事前に調整済みのものは、「ＶＦＲ＝Ｐ」を記入する。 

        ｇ  ＲＶＳＭ適用空域内におけるＲＶＳＭ非適合機による飛行 

            航空交通管理センターと調整が完了している場合は、「ＡＰＶＤ  ＮＯＮ  

ＲＶＳＭ」を記入する。 

        ｈ  到着通報 

            目的地又は寄港地である予定航路上の飛行場等が民間飛行場等の場合は、

到着通報を要求するため「ＰＡＳＳ ＴＯ ＡＴＡ ○○○○（地点略号）



ＹＸＹＸ」を記入する。 

        ｉ  タッチ・アンド・ゴー 

            タッチ・アンド・ゴーを要求する場合は、「ＴＧＬ」並びにそれに続けて

回数及び飛行場名を記入する。 

          例：ＴＧＬ ３ ＴＩＭＥＳ ＡＴ ＲＪＴＪ 

        ｊ  防空識別圏における飛行 

            防空識別圏における飛行要領に関する訓令（昭和４４年防衛庁訓令第          

３６号以下「訓令」という。）第３条の規定に該当する場合は、次に定める

ところにより記入する。 

     (a) 訓令第３条第１号に該当する場合 

            「ＤＶＦＲ」を記入する。 

     (b) 訓令第３条第２号に該当する場合 

      Ⅰ 防空識別圏への予定進入地点 

                緯度（４桁の数字で分の単位まで表示する。）及び経度（５桁の数字

で分の単位まで表示する。）を記入する。 

            Ⅱ 離陸後防空識別圏に進入するまでの所要時間 

                時間（予定進入時刻又は離陸後進入までの所要時間を４桁の数字で表

示する。）を記入する。 

            例１：予定進入地点及び予定進入時刻を記入する場合 

                  ＡＤＩＺ ＩＮ ３８◯◯Ｎ１３８◯◯Ｅ ＡＴ ０１００ 

            例２：予定進入地点及び離陸後進入までの所要時間を記入する場合 

                  ＡＤＩＺ ＩＮ ３８◯◯Ｎ１３８◯◯Ｅ ０１００ ＡＦＴ Ｔ

ＫＯＦ 

     (c) 訓令第３条第３号に該当する場合 

              「ＮＯ ＰＳＮ ＲＥＰ」等を記入する。  

        ｋ ＶＩＰが搭乗する場合 

            「ＨＲＡ」及びそれに続けて航空自衛隊における輸送の手続等について

（通達）（空幕装第４７号５２．１０．３１）別冊別表第４に規定するＶＩ

Ｐ記号を記入する。 

        ｌ  訓練仮設敵機（ＦＡＫＥＲ）の場合 

            「ＦＡＫＥＲ」を記入する。 

        ｍ 航空機の運航に関する達第６６条第３項第１号及び第２号に定める要件を

満たして予定経路上の飛行場等に着陸した後に離陸する場合 

            次の例を基準として「ＰＳＧＲ ＳＴＯＰ」等及びそれに続き、地点略号

又は飛行場等名、到着予定時刻、離陸予定時刻、所要時間等を記入するも

のとし、細部は航空支援集団司令官の定めるところによる。 

            例：ＰＧＳＲ ＳＴＯＰ ＡＴ ＲＪＴＪ ＥＴＡ ０２００  ＥＯ 

            ＢＴ  ０２３０ 



            なお、ＡＩＰに規定する中間寄港地においてパッセンジャー・ストップを

行う場合は、ＡＩＰに規定するところによるものとし、これ以外の場合は、

飛行計画を分割するものとする。 

        ｎ その他必要な事項 

          機長が航空交通業務に関し必要と認める事項がある場合は、当該事項を記

入する。 

        ｏ 気象Ｔコード 

            気象幹部が「ＲＭＫ／」の末尾に記入する。 

            なお、飛行管理員は、受領した飛行計画書を飛行管理情報処理システム

（ＦＡＤＰ）により送信する場合は、気象Ｔコードの入力を省略するもの

とする。 

(13) 第１９項 補足情報 

      次に掲げる事項のうち該当するものをその順序及び方法で記入又は抹消する。こ

の場合、事項ごとに１字空けるものとする。 

    ア 燃料搭載量 

    「Ｅ／」の次に燃料搭載量を持久時間（４桁の数字で分の単位まで表示する。）

で記入する。 

  イ 搭乗する総人数 

    「Ｐ／」の次に搭乗する総人数を記入する。ただし、飛行計画書提出時に搭乗

する総人数が不明な場合は、「ＴＢＮ」を記入する。 

  ウ 航空機用救命無線機等 

    次に掲げる記号のうち使用することができない航空機用救命無線機等に該当す

る記号を抹消する。 

        Ｕ 周波数２４３．０ＭＨｚのＵＨＦ 

        Ｖ 周波数１２１．５ＭＨｚのＶＨＦ 

        Ｅ 航空機用救命無線機（ＥＬＴ） 

        なお、航空機用救命無線機等を搭載していない場合は「Ｕ」、「Ｖ」及び「Ｅ」

を抹消する。 

    エ 救急用具 

        次に掲げる記号のうち搭載していない救命用具に該当する記号を抹消する。 

        Ｐ 極地用救急用具 

        Ｄ 砂漠用救急用具 

        Ｍ 海上用救急用具 

        Ｊ 密林用救急用具 

        なお、救命用具を搭載していない場合は「Ｓ／」並びに「Ｐ」、「Ｄ」、「Ｍ」及

び「Ｊ」を抹消する。 

  オ 救命胴衣 

        次に掲げる記号のうち搭載していない救命胴衣に該当する記号を抹消する。 



        Ｌ 灯火付き救命胴衣 

        Ｆ 蛍光発光染料付き救命胴衣 

        Ｕ ＵＨＦ無線機付き救命胴衣 

        Ｖ ＶＨＦ無線機付き救命胴衣 

        なお、救命胴衣を搭載していない場合は「Ｊ／」並びに「Ｌ」、「Ｆ」、「Ｕ」及

び「Ｖ」を抹消する。 

  カ 救命ボート 

        「Ｄ／」の次に搭載している救命ボートの数を、「→」の次に全収容人員数を、

「Ｃ→」の次に救命ボートの色を記入する。 

        なお、救命ボートを搭載していない場合は、「Ｄ／」及び「Ｃ」を抹消する。 

    キ 航空機の色及びマーキング 

        「Ａ／」の次に航空機の色及び主要なマーキングの説明書きを記入する。 

    ク 備考 

        「Ｎ／」及びそれに続けてその他の搭載救急用具及び救急用具に関する特記事

項を記入する。 

        なお、備考がなければ記入しない。 

    ケ 機長 

        「Ｃ／」及びそれに続けて機長の氏名を記入する。ただし、次号の「乗組員及

び乗客名簿」に機長の氏名を記入した場合は、記入を省略することができる。 

(14) 乗組員及び乗客名簿 

    ア 乗客名簿を別紙として添付する場合は、Ａｔｔａｃｈｅｄ欄に「レ」を記入す

る。 

    イ 人員空輸目録を使用する場合は、Ｓｅｅ Ｐａｓｓｅｎｇｅｒ Ｍａｎｉｆｅ

ｓｔ欄に「レ」を記入する。 

    ウ 職務記号は、次に掲げるとおりとする。ただし、技能取得のために搭乗するも

のについては、当該記号の前にＳを付する。 

        Ｃ  指揮官 

        ＡＣ 機長 

        Ｐ  正操縦士 

        ＣＰ 副操縦士（構造上副操縦士を必要とするものに限る。） 

        ＩＰ 教官操縦士 

        Ｎ  航法を主任務とするもの 

        Ｒ  通信電子を主任務とするもの 

        Ｍ  整備改造の確認を主任務とするもの 

        Ｆ  航空写真手及び偵察員 

        Ｗ  気象観測員 

        ＬＭ 空中輸送員 

        Ｑ  救難降下員 



        Ｅ  機上整備員 

        Ｘ  乗客 

    エ 前後式複座機の場合は、氏名の次に前席（「Ｆ／Ｃ」）又は後席（「Ｒ／Ｃ」）の

区分を記入する。 

    オ 編隊の場合は、次の例により、２番機の機番号、操縦者の資格及び計器飛行証

明の種類を記入し、その次に当該機の搭乗に関する事項を記入する。以下同様

に編隊内各機ごとにまとめて順次記入する。 

      例：♯２ Ａ／Ｃ ７２－５８３６（３－２） 

           ＡＣ  ＹＡＭＡＤＡ．Ｍ ＣＡＰＴ ２ＷＧ 

    カ 操縦者の資格及び計器飛行証明の種類の表示は、(ｱ)に掲げる操縦者の資格略

号の次にダッシュ（「－」）を付し、(ｲ)に掲げる計器飛行証明の種類略号を記入

する。 

   (ｱ) 操縦者の資格略号 

          １ 高級操縦士 

          ２ 上級操縦士、上級Ｈ操縦士 

          ３ 操縦士、Ｈ操縦士 

   (ｲ) 計器飛行証明の種類略号 

          １ 計器飛行証明（緑） 

          ２ 計器飛行証明（白） 

          ３ 計器飛行証明を保有しない操縦士 

    キ 部隊は、所属部隊等名を記入する。 

(15) 距離等 

  ア 距離 

        出発飛行場から目的飛行場までの距離を記入する。 

    イ 代替飛行場までの時間 

        目的飛行場上空から代替飛行場へ着陸するまでに要する予定所要時間（４桁の

数字で分の単位まで表示する。）を記入する。 

    ウ 操縦者確認事項 

        飛行計画を確実に立案するため、確認した事項の該当欄に「レ」を記入する。 

    エ 操縦者の資格 

        操縦者の資格略号及び計器飛行証明の種類略号を第１４号カに規定するところ

により記入する。 

    オ 離陸距離 

        所要離陸滑走距離（各機種に応じた離陸に必要な滑走路長）をフィートの単位

で記入する。 

 

３ 局地飛行計画書の記入要領 

  局地飛行計画書の各項の記入要領は、飛行計画書の該当する項の記入要領に準ずる。 
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EQUIPMENT        無線設備等装備の種類等
COM / NAV / APP  ─── SSR ───

NUMBER  AND  TYPE  OF  AIRCRAFT  AND  WAKE  TURBULENCE  CATEGORY

航空機の数及び型式並びに後方乱気流区分

DUTY

職務記号
NAME  AND  INITIALS

氏　　　　　　　名
GRADE

階　級

→

AERODROME  OF  DEPARTURE  AND  TIME

出発飛行場及び移動開始時刻

CRUISING  SPEED

巡航速度
LEVEL

巡航高度
ROUTE

経　路

  PILOTS  PRE-FLIGHT  CHECK

 操 縦 者 確 認 事 項

  INSTRUMENT  RATING

 操 縦 者 の 資 格

WEIGHT  AND  BALANCE NOTAM FLIP WX

UHF VHF  ELT

ENDURANCE

燃料搭載量

P. IN C.

機長

Ｕ Ｖ Ｅ
POLAR  DESERT MARITIME JUNGLE

Ｓ Ｐ Ｄ Ｍ Ｊ

DINGHIES

救命ボート

Ｄ
NUMBER CAPACITY

Ｃ
COLOR

JACKET

救命胴衣
LIGHT  FLUORES   UHF      VHF

Ｊ Ｌ Ｆ Ｕ Ｖ

AIRCRAFT COLOR AND MARKING

航空機の色及びマーキング

PERSONS ON BOARD

搭乗する総人数
EMERGENCY RADIO

航空機用救命無線機

SURVIVAL EQUIPMENT

救急用具

COVER

Ｎ

REMARKS

その他



別紙第２ 

 

飛行気象予報紙の記入要領等 

 

１ 記入要領 

 (1) 日付及び時刻の記入要領は、飛行計画書の記入要領に準ずる。 

 (2) スルー・フライト・プランの場合は、各目的地の到着予定時刻（ＥＴＡ）を該当

欄に併記する。 

 (3) 出発地の気象状態が、着陸の最低気象条件未満の場合は、管制機関の管轄空域内

の機長（編隊飛行を命じられた場合は、編隊長とする。以下同じ。）が指定する緊

急時の代替飛行場名及びその気象予報を飛行場予報の備考欄に記入する。 

 

２ その他 

 (1) 機長は、飛行気象予報紙の運航諸元欄に所要事項を記入し、航空機の運航に関す

る達第７２条第１項の規定による飛行計画書の提示に併せて出発地の気象隊に提

出する。 

 (2) 航空機の運航に関する達第７２条第１項の規定により機長が交付を受ける飛行気

象予報紙は、正本１部及び副本１部とする。 

 (3) 機長は、飛行気象予報紙の正本を出発地の飛行場勤務隊に、副本を到着地の気象

隊に提出する。 


